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災害時の同報無線に
ついて

令和６年能登半島地震では市町によっては同報無線が聞こ
えない地域があったと聞く。当市の同報無線についてはデジ
タル化も完了し備えはできていると思うが、いざというとき
のために確認も含めて以下伺う。

当市において現在、同報無線が聞こえない、または極
めて聞こえづらい地域はあるか。

大きな地震の場合、同報無線設備の被災の可能性も考
えられるが対策はできているか。

　デジタル化を行ったがその目的と成果は。

市民から同報無線について様々な意見をいただくこと
が多い。当局に寄せられている声にはどのようなものが
あるか。またそれについての対応は。

午後４時の放送での富士宮市歌が聞き取りづらいとい
う声をよく聞く。なぜ聞き取りづらいのか、その状況は
緊急時に影響はないか。また聞き取りづらさを解消する
方法はないか。

同報無線の目的は、端的には平常時における市民の利
便や緊急時における市民の生命を守ること等と考える
が、当局の考えは。また今後の運用や設備面で考えてい
ることはあるか。

災害廃棄物処理につ
いて

令和６年能登半島地震での被災後のまちの状況をニュース
などの映像でみると、倒壊したままの家屋も含めて災害廃棄
物の処理が復旧には非常に大きなポイントとなっていること
が見て取れる。当市における災害廃棄物処理についての考え
を伺う。
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災害時の廃棄物処理については、富士宮市地域防災計
画共通対策編第３章災害応急対策計画の第15節清掃及び
災害廃棄物処理計画にうたわれている。しかしこの内容
を見ると具体性が乏しいと感じる。もっとデータ的な部
分も示した実効性のある計画が必要と考えるがどうか。

倒壊家屋などによる道路の封鎖を速やかに解消するた
めの解体作業についての考えは。

解体や片付けが進むと一時的にではあるがまた道路が
廃棄物の置き場になってしまうことが予想される。速や
かに撤去するための仮集積場についての考えは。

処理に当たって市の清掃センターが稼働できた場合の
最終処分についての考えは。

清掃センターも被災して稼働できない場合や、稼働で
きても処理が追いつかない状況も予想される。そのよう
な場合は市内民間処理業者の協力や広域での処理を考え
ていく必要があるが具体的な計画は。

被災後の自宅等の片づけ処理において、市民が戸惑わ
ないように災害廃棄物処理についてのハンドブックまた
はパンフレット等を作成してはどうか。


